非正社員とは何者か? : 身分化された雇用をめぐって by 高橋 祐吉


































































－ 21 － 
きましょう。[図表－1]をご覧ください。2015 年の「労働力調査」によれば、役員を除く雇用者
の総数は 5,284 万人となりますが、そのうち非正規雇用労働者（面倒なので非正社員と呼びま












「パート」（961 万人、48.5％）、「アルバイト」（405 万人、20.5％）、「契約社員」（287 万人、14.5％）、

































































































































パートタイム 臨  時 使用者の分離  
× × × 伝統的雇用 
× × ○ 
常用フルタイムの派遣・リース、請負
企業のフルタイム 
× ○ × 臨時の直用フルタイム 
○ × × 常用の直用パート 
× ○ ○ フルタイムの派遣 
○ × ○ 
恒常的なパートの派遣やリース、請負
企業のパート 
○ ○ × 臨時の直用パート 



























 計 男 女 
全有期雇用労働者（①＋②＋③） 1,426 544 882
①常雇の有期雇用労働者（A＋B） 892 345 547
A 正規の有期雇用労働者 120 78 42
B 非正規の有期雇用労働者 773 267 506
パート 326 41 285
アルバイト 95 474 51
派遣労働者 65 22 43
契約社員 203 111 92
嘱託 62 39 23
その他 22 10 12
②臨時雇 444 154 290
③日雇 90 45 45
出所：総務省統計局「労働力調査」（2013年） 
















































































年が上限 3 年とされ、製造業への派遣も解禁されるに至りました。そして 2007 年には製造業へ























































































  週 35 時間未満の短時間労働者を対象とした実態調査の結果によれば、性別では女性が依然と
してパートの主力を占めているものの、パートの 4 人に 1 人は男性です。また、パートの 3 人
に 1 人は配偶者がいません。こうした現実を反映して、主に自分の収入で暮らしているような
パートも目立ってきています。正社員として働けるところがなかったのでパートになった人が、























































































[図表－7]は、「就業構造基本調査」によって 2007 年から 2012 年の 5 年間の間に転職した 1053
万人の人々を対象に、雇用形態間の移動状況を見たものですが、これを見ると、非正社員だっ
た転職者のうち転職して非正社員から正社員になれた人は 24.2％で、残りの 75.8％は転職して












































































計 146,057 215,347 ▲69,291 
出所：神奈川労連『最低賃金裁判』（2013年） 
－ 37 － 
社員を活用することのメリットを小さくしていくことが、身分化された雇用の壁を低くしてい
くのではないでしょうか。その意味でも最低賃金の引き上げは急務なのです。 
 
おわりに 
 
 以上あれこれととりとめのないお話しさせていただきました。先程敗戦直後の労働組合が職
員と工員との間にあった身分差別を撤廃するために尽力したことを紹介しましたが、それが可
能であったのは、両者がともに同じ労働組合に組織されていたからでしょう。同じ労働組合の
メンバーであれば、差別的な処遇に対する批判が組合に生まれてきて不思議はありません。そ
んなことを考えますと、均等待遇や「同一労働同一賃金」の実現のためには、非正社員を労働
組合に組織することが大事なのだということがあらためてわかります。 
 そうした取り組みは、単純化して言えば、労働組合が独自に誰に気兼ねすることもなく自ら
の意思のみで行える取り組みなのであって、早急に取り組まれるべきではないでしょうか。自
分たちにできることをやらないでいては、働く人々にとって意味のあるもうひとつのあるいは
本物の「働き方改革」が実現することはないでしょうし、身分化された雇用が変化することも
ないでしょう。 
 私の話の冒頭で、伊井さんの著作について勝手な感想を述べましたが、そうした感想は当然
のことながら自分の話にも跳ね返ってきます。私の話を聞いても、「非正社員」が何者なのかが
判然とはしなかったかもしれません。それは話し手の問題でもありますが、取り上げた問題の
大きさの故でもあるでしょう。そんなことを一言弁解させていただいて、私の話を終わりにし
たいと思います。 
